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『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O四

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O四
年
二
月
二
九
日
発
行
)

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵

『
毛
詩
品
物
図
孜
雌
題
』

井

上

了

は
じ
め
に

『
毛
詩
品
物
図
孜
』
と
は
、
岡
元
鳳
の
本
草
書
で
あ
る
。
天
明
五
年
刊
本
と
し
て
広
く

流
布
し
て
お
り
、
掃
葉
山
房
石
印
本
(
宣
統
二
年
)
や
台
湾
影
印
本
も
存
在
す
る
。
二

O

O
二
年
に
は
山
東
画
報
出
版
社
か
ら
王
承
略
氏
に
よ
る
簡
体
字
点
校
本
が
発
行
さ
れ
、

容
易
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
(
た
だ
し
点
校
本
の
底
本
は
宣
統
石
印
本
)
。
紙
幅

の
関
係
上
、
該
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
校
点
本
の
「
整
理
本
序
」
に
譲
り
た
い
。

さ
て
、
中
井
桐
園
『
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
書
目
』
(
懐
徳
堂
文
庫
蔵
、
天
保
五
年
抄
本
)

五
番
ホ
に
「
先
生
頭
書
」
と
し
て
「
毛
詩
品
物
合
巻
一
冊
」
と
あ
り
、
中
井
天
生

『
水
哉
館
遺
編
目
録
』
に
は
『
履
軒
先
生
離
題
毛
詩
品
物
孜
一
巻
末
刊
』
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
俗
に
『
毛
詩
品
物
国
政
離
題
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
が
、
従
来
、
そ
の

内
容
は
も
と
よ
り
、
原
本
の
所
在
す
ら
未
詳
と
さ
れ
て
い
た
。

筆
者
は
大
阪
府
が
所
蔵
す
る
履
軒
の
著
作
に
つ
い
て
基
礎
的
調
査
を
行
な
っ
た
際
、

府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
の
天
明
刊
本
『
毛
詩
品
物
国
政
』
の
欄
外
に
大
量
の
書
入
を
確

認
し
た
。
該
館
の
図
書
カ

i
ド
は
こ
れ
を
「
中
井
碩
果
書
入
本
」
と
す
る
が
、
そ
の
筆

跡
は
碩
果
の
も
の
に
似
ず
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
履
軒
の
手
に
酷
似
す
る
。
ま
た

こ
の
書
入
に
は
塗
抹
訂
正
の
跡
が
幾
重
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、
既
に
完
成
し
て
い
た
離

題
を
他
者
が
転
写
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
書
入
の
内
容
は
、
履

軒
『
左
九
羅
帖
』
・
『
函
鱒
』
に
示
さ
れ
た
説
と
部
分
的
に
せ
よ
一
致
す
る
。
筆
者
は
、
こ

に
つ
い
て

れ
が
履
軒
自
筆
の
『
毛
詩
品
物
孜
離
題
』
か
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
極
め
て
忠
実
な

抄
本
で
あ
ろ
う
と
推
断
す
る
者
で
あ
る
。

い
ま
当
該
資
料
を
紹
介
し
、
翻
字
を
試
み
る
。
非
才
ゆ
え
の
謬
は
諒
さ
れ
た
い
。

凡
例

底
本
は
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
『
毛
詩
品
物
図
孜
』
(
天
明
五
年
杏
林
軒
五
車
堂
刊

本
)
。
昭
和
十
三
年
六
月
七
日
受
入
。
請
求
番
号
ご
八
三
・
三
/
六
四
」
。
資
料
番
号

ご
二
九
二
二
八
」
。
旧
蔵
者
を
示
す
識
語
や
印
記
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。
版
心
の
状
態

か
ら
合
綴
本
と
思
わ
れ
る
。

底
本
に
施
さ
れ
た
書
入
の
み
を
摘
録
す
る
。
本
文
へ
の
朱
線
引
や
塗
抹
な
ど
は
、
悉

く
之
を
略
し
た
。

勾

d
守

4

書
入
に
対
応
す
る
本
文
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
巻
数
と
表
題
の
み
を
示
す
。
た
だ
し
、

特
に
本
文
(
対
応
箇
所
)
を
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
の
み
、
本
文
を
〔

し
た
。

〕
内
に
引
用

い
わ
ゆ
る
正
字
や
俗
字
の
類
は
、
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
変
体
仮

名
等
も
現
在
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
仮
名
表
記
に
改
め
た
。

虫
損
な
ど
に
よ
り
判
読
不
能
な
箇
所
は
「
口
」
と
し
、
同
定
に
至
ら
な
か
っ
た
文
字

は
「
"
」
と
し
た
。
ま
た
適
宜
、
句
読
点
等
や
ル
ピ
を
補
っ
た
。
な
お
、
片
仮
名
の
ル

ピ
は
原
文
に
あ
る
も
の
、
平
仮
名
の
ル
ピ
は
井
上
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。



毛
詩
品
物
国
政
巻
一

離
題

参
差
存
莱

ア
サ
、

或
目
、
古
之
存
菜
、
今
之
尊
菜
失
、
本
草
諸
書
並
不
当
据
、
今
之
存
不
中
食
菜
、
字
無

所
当
、
采
之
亦
不
可
革
、
昔
人
云
、
「
江
東
人
食
存
、
」
蓋
調
尊
也
、
非
後
世
之
存
。

凡
存
尊
根
著
子
水
底
者
、
其
茎
甚
長
、
随
水
之
浅
口
、
此
図
無
長
茎
、
且
没
叙
股
形
、

又
不
見
葉
浮
水
面
之
勢
口
失
之
。

根
生
長
茎
而
花
葉
着
子
茎
也
、
水
底
之
根
不
得
径
生
花
葉
失
、
若
此
図
、
与
頭
無
弁
。

子
以
采
寵

カ
ハ
ラ
ハ
、
コ

按
、
以
繁
街
易
生
得
名
、
是
也
、
然
其
得
名
在
漠
地
也
、
今
以
晴
挺
州
難
生
、
疑
佐
渡

産
者
、
則
誤
突
、
夫
風
気
各
国
差
別
、
宣
可
一
概
以
名
求
之
哉
、
是
図
恐
舛
、
当
以
佐

渡
産
者
為
真
。

此
図
是
常
之
ハ
、
コ
失
、
未
観
カ
ハ
ラ
之
状
、

名
物
解
云
、
「
佐
渡
産
者
、
茎
葉
似
文
、
葉
向
背
皆
白
、
暗
H

然。」

子
以
采
頭

ド
ウ
ガ
メ
ノ
カ
マ
ミ

朱
伝
据
陸
疏
混
大
小
而
言
、
其
実
非
誤
認
也
、
初
是
大
辞
之
意
突
、
但
欠
詳
耳
。

陸
疏
云
、
「
頭
、
今
水
上
浮
葎
是
也
、
其
嵐
大
者
調
之
頭
、
小
者
日
率
。
」

頭
浮
子
水
面
、
葉
与
水
平
、
此
図
失
其
象
。

子
以
采
藻

モ

按
変
衣
十
二
章
、
藻
居
其
一
、
古
制
雄
不
可
考
、
而
今
錦
文
染
色
多
作
藻
文
、
皆
長
茎

宛
転
芳
生
葉
、
蓋
十
二
章
之
遺
也
、
今
川
水
中
往
々
見
此
物
、
即
古
所
調
藻
也
、
世
俗

未
知
何
称
調
非
加
蓬
首
細
紙
魚
館
者
、
又
非
馬
藻
、
但
宜
以
形
状
求
駕
己
。

海
藻
和
名
ナ
ノ
リ
ソ
形
状
略
与
宛
転
芳
生
薬
者
相
類
、
似
可
相
徴
。

陸
磯
云
、
「
茅
之
白
者
、
古
用
包
裏
礼
物
、
以
充
祭
組
、
縮
酒
用
、
」
今
按
所
調
白
者
、
指

葉
也
、
茅
中
有
比
一
種
、
非
指
花
穂
。

彼
苗
者
霞

ヨ
シ

ア
シ

俗
説
、
直
茸
葦
為
一
物
、
邦
名
与
之
、
蓋
以
其
大
為
良
材
也
。

あ

し

英
翫
荏
荻
為
一
物
、
邦
名
安
之
、
蓋
以
其
小
為
不
材
也
、
唯
兼
中
実
別
為
一
種
、
別
有

を

ぎ

陸
生
者
、
較
堅
実
、
邦
名
遠
伎
、
未
得
漢
名
、
俗
以
荻
充
之
、
非
也
。

ヨ
シ
ア
シ
ノ
名
ハ
右
ノ
知
ク
ニ
テ
、
サ
テ
専
ニ
ア
シ
ヲ
大
名
ト
云
ヘ
シ
、
和
歌
ニ
ヨ
シ

ア
シ
ヲ
連
テ
詠
ス
レ
ト
モ
、
ト
リ
ハ
ナ
チ
テ
ハ
ア
シ
ト
詠
ナ
リ
、
ヨ
シ
ト
パ
カ
リ
ハ
詠

コ
ト
ナ
シ
、
然
ヨ
シ
ハ
元
草
名
ニ
ア
ラ
ズ
、
縁
語
ナ
リ
。
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組
有
苦
葉

ヒ
サ
ゴ

甘
可
食
如
瓜
者
為
組
、
不
可
食
唯
可
包
裏
収
蔵
物
者
為
組
、
制
字
自
有
意
。

萄
未
嘗
有
不
苦
者
也
、
不
苦
即
非
組
。

采
晋
采
非

萄
ス
カ
ン
パ
ウ

葬
未
詳

有
俗
名
「
唐
菜
」
者
、
又
唐
菜
ノ
中
ニ
有
高
菜
有
賎
菜
、
是
即
萄
葬
云
。

唐
菜
ハ
悲
ト
モ
云
、
然
ハ
古
名
萄
非
、
今
名
蕗
ナ
ル
ニ
ヤ
。

加
茂
之
流
菜
有
名
、
蓋
蕊
云
。

誰
謂
茶
苦

ノ
ヂ
サ

比
図
説
皆
謬
、
朱
伝
「
茶
苦
菜
、
」
非
以
「
苦
莱
」
為
草
名
也
、
是
論
茶
之
味
耳
、
正
与



「
膏
甘
菜
」
作
対
也
、
猶
謂
樗
為
悪
木
、
蓬
菖
為
悪
菜
也
、
朱
伝
又
云
「
萎
属
」
与
良

詔
「
茶
蓉
」
之
茶
問
、
在
是
詩
、
不
可
易
者
。

〔
経
有
三
茶
〕
惟
有
二
茶
而
巳
。

是
図
全
是
蔚
突
、
繭
之
無
刺
者
可
食
、
畳
苦
菜
耶
、
果
然
宜
訳
以
ヒ
メ
ア
ザ
ミ
也
、
又

月
令
称
「
苦
菜
秀
、
」
若
繭
花
不
得
称
秀
、
是
皆
可
疑
。

其
甘
如
葬

ナ
ヅ
ナ

朱
伝
「
甘
菜
」
、
非
以
為
草
名
也
、
説
詳
子
前
、
此
謬
耳
。

自
牧
帰
黄

〔
伝
費
茅
之
始
生
也
〕
伝
「
茅
」
下
疑
脱
「
秀
」
字
。

所
謂
「
茅
針
」
、
是
茅
秀
之
初
生
者
、
非
茅
也
。

愛
采
唐
尖

ネ
ナ
シ
カ
ヅ
ラ

〔
爾
雅
唐
蒙
女
羅
云
々
〕
当
直
以
爾
雅
為
誤
、
不
必
回
護
。

緑
竹
務
猪

タ
ケ

本
或
作
「
茶
」
、
故
有
王
甥
解
耳
、
今
註
疏
本
亦
然
、
未
嘗
以
緑
為
王
須
也
、
今
集
伝
本

作
「
緑
」
、
蓋
古
来
有
両
本
也
。

霞
英
掲
掲

ヲ
キ
ヨ
シ

前
見
。

克
蘭
之
支

ガ
、
ィ
モ

党
蘭
、

ユ
フ
カ
ホ
。

邦
名
「
夕
顔
」
、
華
葉
略
知
牽
牛
、
花
自
而
紫
、
"
細
而
四
出
、
結
実
円
長
如
丁
香
、
故

俗
名
「
丁
子
茄
」
、
其
一
頭
円
、
一
頭
鋭
、
円
頭
帯
萎
花
之
韮
久
不
僅
、
正
類
乎
絹
之
形
、

文
三
五
累
、
者
類
乎
課
、
査
詩
所
調
「
克
蘭
」
是
也
、
若
「
藤
恵
」
、
朱
子
不
観
蝿
韓
之

状
、
蓋
失
之
。

今
人
往
H

調
鞄
酬
明
諸
花
為
夕
顔
、
亦
謬
、
此
謬
亦
旧
失
、
知
国
詩
「
夕
顔
棚
下
納
涼
」
、

蓋
指
麹
郁
也
、
失
古
義
。

一
葦
杭
之

見
霞

一
葦
、
調
小
舟
、
非
物
産
。

駕
得
謹
草

ー 79 -

ワ
ス
レ
グ
サ

集
伝
誤
以
合
歓
為
草
名
以
解
也
、
不
必
回
護
。

謹
花
美
、
観
之
可
以
忘
憂
、
故
名
駕
、
非
食
之
、
本
草
詰
説
、
亦
皆
謬
。

彼
黍
離
離
彼
寝
之
穂

黍
モ
チ
キ
ピ

穂
ウ
ル
キ
ヒ

ト
ウ
キ
ビ

大
倉
州
志
云
、
朱
伝
「
似
産
高
丈
余
」
、
是
董
粟
、
非
黍
。

或
日
「
粟
也
」
、
是
謬
説
。

曲
礼
有
「
飯
黍
」
語
、
黍
亦
非
不
以
為
飯
。

中
谷
有
擢

メ
ハ
ジ
キ

「
離
」
、
疑
当
作
「
薙
」
、
字
似
佳
、
与
「
荏
葦
」
之
「
荏
」
異
。

爾
雅
、
「
華
、
躍
。
」
也
。



彼
采
粛
今

カ
ハ
ラ
マ
ッ
ハ

集
伝
従
陸
疏
也
、
其
一
吉
田
「
斎
荻
也
」
、
蓋
有
脱
誤
耳
、
「
牛
尾
首
」
亦
見
子
陸
疏
。

所
図
是
膏
類
、
非
篇
也
。

彼
采
文
今

ヨ
モ
ギ

文
独
不
明
其
茎
葉
、
何
也
。

正
中
有
麻

ア
サ

麻
之
為
穀
、
是
今
之
胡
麻
、
非
可
続
之
麻
、
子
雄
可
食
、
不
可
以
為
飯
粥
。

方
乗
聞
今

フ
チ
パ
カ
マ

湖
之
王
子
演
有
沢
草
緑
樹
而
生
高
四
五
尺
、
毎
校
五
葉
、
夏
発
白
花
、
状
似
今
之
蘭
、

花
白
雨
小
、
或
目
、
「
此
乃
古
之
聞
尖
」
、
是
説
似
得
当
、
旧
解
蓋
失
之
。

是
草
和
名
無
逗
、
為
貢
献
之
品
、
郷
人
呼
為
「
郁
子
」
者
蓋
無
稽
。

据
湊
清
之
詩
、
是
巧
薬
開
花
之
時
、
春
末
夏
初
、
乃
古
之
蘭
今
之
蘭
皆
未
有
花
也
、
遊

人
若
乗
、
無
花
之
草
、
其
何
為
。

不
能
顎
稲
梁

稲
イ
ネ

梁
ア
ハ

古
田
「
梁
」
、
今
日
「
粟
」
、
不
得
相
解
也
、
朱
伝
謬
。

但
言
説
謬
、
粟
奪
梁
名
、
非
「
梁
隠
」
。

梁
黄
穀
、
故
称
「
黄
梁
」
、
亦
有
白
梁
、
故
以
分
駕
、
又
目
、
黄
梁
俗
間
蓋
以
「
黄
粟
」

為
定
名
、
而
後
遂
去
「
黄
」
、
単
呼
「
粟
」
也
、
名
称
之
転
移
、
多
此
類
巳
。

薮
蔓
子
野

ヤ
ブ
カ
ラ
シ

今
和
ノ
「
サ
ン
キ
ラ
ヒ
」
ト
云
モ
ノ
、
蕨
ニ
似
タ
リ
。

采
苦
采
苦

見
茶

采
苓
之
「
苦
」
、
与
谷
風
茶
苦
之
「
茶
」
不
問
、
宜
別
出
図
也
。

宜
移
前
茶
苦
図
入
子
此
。

直
兼
簾
蒼

兼
ヒ
メ
ヨ
シ

「
兼
」
・
「
簾
」
古
蓋
同
音
失
、
可
以
為
簾
之
州
、
故
日
「
兼
」
也
、
「
「
」
之
有
無
、
不

足
論
己
、
猶
「
事
」
之
与
「
箪
」
也
、
用
草
為
「
肇
」
為
「
莱
」
、
用
竹
為
「
箪
」
為

「簾」。
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可
以
温
菅

カ
ヤ

〔
カ
ヤ
〕
ス
ゲ

菅
一
物
而
有
陸
生
有
水
生
、
陸
生
者
一
名
「
蓋
」
、
比
亦
有
「
山
菅
」
之
名
。

或
云
、
「
菅
」

H
名
、
「
ス
ゲ
」
地
名
、
「
菅
原
」
非
水
沢
也
、
古
以
菅
為
箆
席
、
今
以
為

笠
為
裳
者
、
無
水
陸
之
別
。
又
按
、
「
ス
ゲ
」
是
大
名
、
陸
生
者
為
主
、
而
水
生
者
亦
同

称
駕
、
彼
有
「
菅
董
」
之
名
、
而
此
不
異
名
、
不
必
古
今
之
異
也
、
董
称
「
山
菅
」
可

也
、
唯
東
門
之
詩
、
則
無
水
陸
之
別
、
是
古
人
亦
混
用
耳
。

「
秋
花
」
モ
茅
ナ
リ
、
是
ハ
花
白
カ
ラ
ズ
、
一
種
中
ノ
別
ナ
リ
、
別
ニ
菅
名
ヲ
H
E
H

モ
同
類
ナ
レ
ド
モ
別
ニ
名
ア
リ
混
ス
巨
菅
ハ
茅
ヨ
リ
低
小
ナ
ル
物
也
、
詩
云
「
画
爾
子

茅
」
、
冬
ニ
ナ
リ
テ
茅
ヲ
刈
ニ
夏
花
ノ
者
ヲ
択
ヘ
キ
ヤ
ウ
ナ
シ
、
此
ニ
テ
皆
茅
ナ
ル
ヲ
知

ヘ
シ
。



漫
彼
甚
根

陸
説
非
。

浸
彼
喧
著

ハ
コ
ロ
モ

或
云
、
ハ
ギ
漢
名
未
明
、
或
以
為
胡
枝
花
、
或
以
為
天
竺
花
、
未
詳
当
否
、
蓋
比
即
古

之
著
草
突
、
形
状
略
与
図
経
合
、
惟
「
花
形
知
菊
」
一
句
為
未
合
而
巳
、
姑
録
備
考
。

四
月
秀
襲

ヒ
メ
ハ
ギ

通
雅
云
、
要
、
狗
尾
草
也
。
是
草
分
族
。

〔
謝
安
乃
云
:
:
:
〕
是
都
隆
明
謝
安
之
語
、
非
謝
安
之
言
。

六
月
食
欝
及
莫

ノ
プ
ダ
ウ

欝
見
木
部

〔
ノ
プ
ダ
ウ
〕
イ
ヌ
エ
ピ

七
月
烹
葵
及
寂

葵
カ
ン
ア
フ
ヒ

寂
マ
メ

図
説
皆
謬
。

古
之
葵
、
是
今
之
蕗
失
。

葵
与
歎
冬
、
二
物
相
類
、
本
草
諸
書
以
葵
混
乎
歎
冬
、
而
葵
失
其
名
、
乃
更
指
他
物
為

葵
、
知
錦
葵
罰
葵
是
也
、
雄
帯
葵
名
、
而
非
真
物
、
庖
厨
本
草
詳
弁
之
、
允
当
。

和
名
抄
引
、
「
雀
爵
錫
食
経
云
、
蕗
、
和
名
布
n
木
、
葉
似
葵
而
円
広
、
其
茎
可
煮
噸
。
」
所

調
葵
、
蓋
指
萄
葵
耳
。

通
雅
調
、
葵
為
歎
冬
、
雄
未
詳
密
、
而
其
実
不
差
。

「
寂
」
雄
徳
名
、
而
単
挙
之
、
必
是
大
豆
、
以
大
豆
為
之
主
、
而
用
尤
広
也
。

七
月
食
瓜

ウ
リ

瓜
、
ナ
ウ
リ
。

可
誼
可
烹
、
又
可
生
食
、
似
甜
瓜
而
大
、
俗
名
「
菜
瓜
」
、
「
菜
」
謂
鮭
也
、
蓋
可
用
為

食
鮭
之
瓜
、
云
芳
甜
瓜
、
唯
可
生
食
突
、
不
可
烹
誼
、
鷲
得
当
常
食
。

腿。腿
似
瓜
市
小
、
同
類
而
別
種
、
非
近
本
之
調
。

毛
詩
品
物
国
政
巻
ニ

離
坦

草
野
之
率

ウ
キ
ク
サ

既
云
野
之
卒
、
必
非
水
物
、
宜
以
毛
伝
為
謬
。

朱
伝
亦
従
爾
雅
耳
、
所
謂
「
積
斎
」
、
蓋
粛
青
之
属
耳
、
不
必
深
求
、
若
不
得
其
詳
者
、

勿
図
可
也
。
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食
野
之
苓

ヒ
シ
ワ

図
不
見
叙
股
蔓
生
之
状
、
何
也
。
畳
邦
名
未
当
耶
。

甘
組
累
之

瓢
甘
而
鞄
苦
、
既
在
前
条
、
日
説
未
密
。

南
山
有
蓋

ス
グ

有
水
生
、
有
陸
生
、
皆
是
菅
突
、
陸
生
者
一
名
章
。

若
生
水
中
者
、
不
得
「
南
山
有
蓋
」
之
語
。



北
山
有
莱

ア
カ
ザ

菜
、
シ
パ
。

俗
用
「
芝
」
字
者
是
也
。
若
葱
周
囲
或
湿
地
沢
辺
生
者
、
北
山
恐
無
之
。

薄
言
采
芭

ア
サ
ギ
キ
ク

弁
解
云
「
チ
サ
」
、
比
宜
討
其
是
非
。

下
莞
上
箪

ツ
ク
モ

莞
図
者
、
今
図
有
偏
勢
者
、
可
憾
。

蔦
与
女
高

サ
ガ
リ
コ
ケ

蔦
、
寄
生
也
、
但
寄
生
有
二
類
、
若
桑
寄
生
是
木
本
。
其
木
本
、
称
寄
生
木
可
也
、
其

草
本
、
固
称
寄
生
草
也
。
後
世
詩
賦
所
称
、
並
草
本
耳
、
無
木
本
。

蔦
在
木
部
故
也
、
「
女
羅
松
羅
也
」
、
不
須
暁
H

。

羅
、
古
訳
「
古
計
」
、
与
「
苔
」
同
読
、
蓋
以
其
根
不
着
子
地
、
故
為
一
類
巳
。
即
寄
生
之

意。李
徳
裕
邪
正
口
弁
有
言
、
「
松
栢
之
為
木
、
孤
生
勤
特
無
所
因
傍
、
羅
蔦
則
不
然
、
弱
不

能
立
、
必
附
他
木
」
、
以
見
蔦
羅
之
為
一
類
甚
明
。

又
楊
牧
伝
目
、
「
蕗
蔦
附
濯
木
」
、
亦
可
徴
。

羅
実
寄
生
失
、
蔦
元
非
寄
生
、
其
根
在
土
、
然
延
蔓
之
後
、
蔓
自
生
根
着
樹
上
、
放
木

根
、
躍
有
断
絶
而
不
死
、
若
寄
生
草
、
称
準
寄
生
可
也
、
施
字
根
在
土
在
樹
皆
可
用
。

木
部
蔦
図
解
宜
併
子
比
、
故
先
排
意
。

終
朝
采
緑

カ
リ
ヤ
ス

見
前

王
郷
、
恐
非
可
食
之
菜
。

緑
茶
通
。

自
筆
菅
今

見
前

白
華
菅
、
謂
菅
有
自
華
也
、
菅
草
名
、
不
問
温
否
、
朱
伝
亦
襲
注
疏
之
謬
、
舎
之
可

也。露
彼
菅
茅
、
茅
菅
。

蓋
茶
如
飴

ツ
ボ
ス
ミ
レ

輩
、
「
ス
ミ
レ
」
ト
訓
ハ
謬
也
、
別
物
ナ
リ
。

ツ
ボ
ス
ミ
レ
ノ
花
ハ
藍
色
ナ
リ
、
紫
ト
云
ガ
タ
シ
。

「
茶
苦
菜
」
、
当
作
「
茶
」
。
蓉
属
所
謂
苦
菜
、
亦
非
謂
草
名
也
、
称
其
辛
諌
之
物
也
。
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覇
之
荏
寂

エ
ン
ド
ウ

荏
与
寂
是
二
物
、
伝
以
為
一
物
、
蓋
誤
。
郭
瑛
・
李
巡
釈
荏
為
胡
豆
、
即
腕
豆
失
。

寂
属
有
荏
、
乃
合
称
荏
寂
亦
可
然
、
是
詩
与
麻
麦
瓜
腿
等
相
連
、
似
非
一
物
。

維
康
雄
芭

梁
在
前

時
珍
日
、
「
赤
黍
日
費
、
白
黍
日
芭
、
」
似
長
。

集
伝
両
「
粟
」
字
、
当
削
。

維
街
及
蒲

タ
ケ
ノ
コ

務
根
可
食
者
、
宜
図
子
比
。



胎
我
来
牟

牟
コ
ム
ギ

来
ム
ギ

「
奏
」
字
従
「
来
」
、
是
「
来
」
者
「
褒
」
之
本
字
、
音
莫
穫
反
、
不
当
作
別
音
、
「
衆
牟
」

即
是
「
奏
娃
」
失
、
孟
子
所
謂
「
楚
褒
」
正
与
此
問
。

「
奏
」
者
大
名
也
、
但
与
「
娃
」
作
対
、
則
為
小
奏
耳
、
語
意
与
「
題
」
・
「
鹿
」
相
類
。

以
尊
茶
夢

爾
雅
「
茶
」
作
「
譲
」
、
註
引
是
詩
亦
作
「
藻
」
。

薄
采
其
亦

ジ
ュ
ン
サ
イ

今
掌
菜
、
色
不
赤
。

或
云
、
今
世
人
所
食
奪
菜
葉
無
触
、
蓋
無
紋
為
尊
、
有
融
為
卵
、
大
同
而
小
異
。

毛
詩
品
物
園
致
巻
三

離
題

標
有
梅

ム
メ

梅
以
為
鍾
実
、
尚
失
。
比
以
其
大
名
解
可
也
、
何
必
分
別
小
名
、
且
知
仇
樹
、
似
梅
者
、

駕
得
用
釈
毛
詩
之
梅
哉
。

林
有
模
撤

ク
ヌ
キ

撤
木
名
、
撲
猶
叢
也
、
非
木
名
、
木
之
撲
、
猶
草
之
叢
、
文
書
可
徴
。

唐
様
之
花

ザ
イ
フ
リ

唐
様
解
詩
甚
易
、
凡
有
花
之
木
、
皆
無
所
妨
、
唯
論
語
唐
様
言
「
偏
其
反
、
」
必
知
梨
花

海
裳
花
者
市
後
可
、
恐
是
与
常
棟
一
類
、
古
来
解
者
皆
誤
。

通
雅
以
為
常
唐
音
近
、
是
一
物
。

凡
彼
相
舟

ヒ
ノ
キ

栢
、
カ
シ
ハ
、
マ
キ
、
俗
名
ヒ
ノ
キ
・

肩
栢
、
ヒ
ノ
キ
。

側
栢
、
仏
手
栢
、
コ
ノ
テ
カ
シ
ハ
。

吹
彼
練
心

コ
ナ
ツ
メ

「
難
長
養
者
」
、
詩
解
之
泥
者
、
不
可
従
。

此
是
荊
練
之
椋
而
叢
生
者
、
又
高
之
短
小
者
日
頼
。
所
謂
図
耕
食
実
者
、
与
荊
掠
自
別
。

拭
練
是
二
物
。

山
有
榛
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ハ
シ
バ
ミ

今
山
径
荒
野
及
沙
岸
、
与
荊
蘇
雑
生
結
子
如
栗
者
、
即
古
之
榛
也
。
和
名
サ
、
グ
リ
、

俗
名
シ
バ
グ
リ
、
有
刺
喜
塞
逗
路
、
所
謂
「
榛
蕪
」
是
也
、
陸
疏
云
、
「
撃
栗
叢
生
、
大

知
符
子
、
中
仁
皮
子
、
形
色
与
栗
無
異
也
、
但
差
小
耳
、
」
畳
古
之
榛
、
与
諸
家
所
説
樹

較
高
大
、
子
形
知
橡
、
不
得
言
似
栗
、
市
小
且
不
時
榛
蕪
之
義
。

此
邦
所
謂
「
ハ
シ
パ
、
、
こ
者
、
与
諸
家
説
合
、
而
味
短
不
中
食
、
恐
不
足
充
鍾
実
僅
費
、

必
非
古
之
榛
、
諾
書
所
載
「
亨
栗
」
・
「
楠
栗
」
、
蓋
亦
榛
類
云
。

榛
中
亦
応
有
大
小
数
種
、
「
樹
之
榛
栗
」
、
是
其
差
大
而
実
美
者
与
径
路
榛
蕪
者
、
蓋
有

不
向
。

樹
之
榛
栗

ク
リ

見
栗
有
大
小
、
座
又
有
異
而
可
知
失
。



椅
桐
梓
漆

椅
イ
、
キ
リ

陸
疏
云
、
「
梓
実
桐
皮
日
椅
、
今
人
云
梧
桐
也
。
」
榔
爽
際
税
同
比
・

梧
凡
也
、
元
非
木
名
、
宜
梧
之
木
、
故
配
桐
為
名
也
、
古
不
単
呼
梧
失
。

桐
キ
リ

不
得
更
以
「
梧
」
釈
桐
。漆

ウ
ル
シ

漆
於
琴
琴
、
亦
不
可
欠
者
、
其
首
尾
之
銘
、
畳
有
須
梓
者
耶
、
不
可
言
無
用
於
琴
意
。

檎
梼
松
舟

槍
イ
プ
キ

松
マ
ツ

弁
解
、
槍
ピ
ヤ
ク
シ
ン
、
非
也
。
ホ
コ
カ
シ
ハ
ナ
ル
ベ
シ
。

不
流
束
蒲

カ
ハ
ヤ
ナ
ギ

草
亦
無
不
可
。

無
折
我
樹
把

コ
プ
ヤ
ナ
ギ

詩
之
三
紀
、
疑
寛
是
謬
説
、
即
合
為
一
物
、
於
詩
意
無
所
妨
、
唯
孟
子
「
把
抑
」
有
取

於
木
性
不
可
移
、
然
以
帯
柳
為
名
、
則
是
柳
之
一
種
、
与
単
呼
「
把
」
者
不
問
、
宜
別

論
駕
。

三
紀
即
合
為
一
、
何
為
不
宜
、
蓋
詩
於
杷
取
義
、
唯
食
料
之
拘
櫨
而
巳
失
、
其
他
亦
皆

無
妨
礎
、
則
当
悉
以
拘
櫨
解
。

或
云
、
「
古
人
以
其
山
生
野
生
及
食
料
等
分
別
之
耳
、
不
当
生
疑
」
、
是
長
者
之
言
、
而

実
舛
理
、
今
一
二
弁
之
、
山
采
担
、
旧
以
為
拘
橋
而
南
山
有
紀
、
則
以
為
狗
骨
、
夫
北

山
既
己
有
拘
極
、
南
山
無
折
我
樹
担
、
是
郷
村
所
樹
、
若
食
料
之
拘
権
、
尤
為
相
宜
、

何
故
更
作
作
担
柳
之
解
、
湛
、
露
在
把
線
、
必
以
為
狗
骨
、
則
拘
櫨
独
不
蒙
而
露
者
耶
、

齢
可
推
而
知
鷲
。

顔
如
舜
筆

ム
ク
グ

舜
葬
揖
問
、
文
字
集
略
目
、
葬
地
蓮
花
、
朝
生
タ
落
者
。
和
名
木
波
知
須
、

据
此
地
蓮
、
即
木
芙
蓉
臭
、
可
備
一
説
。

隈
有
担

ネ
ズ
ミ
モ
チ

担
、
カ
シ
。

か

し

か

し

か

せ

紐
可
以
為
三
木
者
、
故
械
亦
調
之
担
、
邦
名
加
志
、
械
亦
訓
加
志
、
或
加
世
、

器
名
転
為
木
名
也
。

也
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集
子
直
樹

ハ
、
ッ

〔
ハ
、
ツ
〕
イ
チ
。

機
ノ
実
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
欄
ト
ス
、
橡
向
。

万
葉
ニ
「
イ
チ
ノ
木
」
ト
詠
ス
、
是
ナ
ル
ベ
シ
、
ソ
ノ
実
ヲ
「
イ
チ
ヒ
」
ト
云
。

隠
有
揚

タ
チ
ヤ
ナ
ギ

「
タ
チ
」
ノ
姓
ハ
ツ
ケ
ヌ
ガ
ヨ
シ
。

有
条
有
梅

条
柚
之
条
、
梅
杏
之
梅
、
足
失
、
何
必
穿
盤
駕
、
凡
古
人
取
近
子
目
者
起
興
、
而
後
人

必
捜
窮
僻
以
作
解
、
宜
乎
其
不
合
。



隈
有
六
駁

ム
ク

〔
較
駁
音
同
〕
「
駁
」
・
「
駁
」
同
字
。

山
有
直
様

「
様
」
、
大
名
也
、
何
必
論
常
唐
。

隈
有
樹
縫

ア
リ
ノ
ミ

有
無
表
名
、
是
反
語
、
恐
是
一
物
。

あ

り

の

み

あ

り

あ

り

蟻
喜
食
梨
、
故
呼
梨
子
為
「
蟻
実
」
、
「
蟻
」
読
為
「
有
」
、
有
之
反
為
無
、
故
亦
呼
為

あ

り

の

み

あ

り

の

み

な

し

の

み

「
無
難
」
也
、
並
是
梨
子
失
、
不
宜
別
呼
縫
為
「
有
実
」
、
旦
「
有
実
」
・
「
無
実
」
皆
果

な

し

あ

り

名
、
非
木
名
也
、
縦
令
如
図
説
、
梨
木
既
呼
為
「
無
」
、
則
槌
木
当
呼
為
「
有
」
失
、
不

得
帯
実
字
為
木
名
、
不
然
、
宜
称
「
ア
リ
ノ
ミ
ノ
キ
」
、
亦
太
冗
長
。

六
月
食
穆
及
真

一
ハ
ム
メ

毛
伝
似
長
。常

様
之
華

一
ハ
サ
ク
ラ

今
世
俗
所
謂
海
業
、
即
是
様
失
。

何
玄
子
目
、
「
如
垂
線
海
業
一
般
」
。

凡
明
諸
儒
、
多
言
常
様
花
両
三
相
麗
、
此
図
殊
不
相
肖
、
疑
是
和
名
未
当
者
。

ニ
ハ
ウ
メ
、
以
果
実
為
称
也
、
恐
非
同
類
。

楊
柳
依
依

「
楊
柳
依
こ
、
与
「
榛
桔
済
、
」
語
意
相
類
。

「
楊
柳
」
、
謂
楊
与
楊
也
、
「
蒲
柳
」
解
誤
。

南
山
有
担

ヒ
イ
ラ
ギ

南
山
亦
拘
把
耳
。

蔦
与
女
躍

ヤ
ド
リ
ギ

っ

た

「
蔦
」
字
従
「
州
」
、
必
是
草
本
、
宜
収
子
草
部
、
本
邦
旧
読
為
「
都
多
」
、
即
是
羅
蒔
之

属
、
雄
未
知
所
本
、
恐
実
得
本
義
也
、
詩
与
女
幕
開
施
子
松
上
、
必
是
係
蔓
失
、
若
夫

葉
寄
生
、
是
木
本
安
得
施
哉
。

今
按
、
蔦
羅
属
秋
後
葉
紅
者
、
漢
画
中
往
、
観
施
子
松
上
者
是
也
。

按
、
陶
弘
景
云
、
「
蔦
是
桑
上
寄
生
、
知
蕗
松
上
寄
生
、
」
鄭
樵
目
、
「
寄
生
有
二
種
、
大
白

蔦
、
小
田
女
羅
、
」
是
諸
説
来
得
当
、
然
据
此
等
語
可
知
草
本
係
蔓
、
亦
通
称
「
寄
生
」

駕
、
巳
以
其
根
著
子
樹
上
也
、
然
則
古
人
釈
「
蔦
」
為
寄
生
、
非
説
謬
也
、
但
後
人

硬
執
木
本
説
、
遂
致
大
差
耳
。
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維
枠
之
枝

イ
ヌ
ヅ
ケ

詩
詠
枠
者
玉
、
並
同
問
機
耳
、
是
篇
唯
以
采
寂
・
車
牽
為
「
聖
子
木
」
、
不
可
暁
於
詩
義
、

亦
無
所
据
。枠

械
抜
失

械
掛
問
、
ク
ヌ
ギ
。

其
檀
其
揖

ギ
ヨ
リ
ウ

爾
雅
釈
「
樫
」
作
「
河
柳
」
、
元
是
謬
説
、
不
可
従
。



檀
、
今
有
大
木
、
枝
似
柳
、
而
葉
似
菌
陳
者
、
是
也
。
古
人
多
言
「
知
松
」
・
「
似
栢
」
、

殊
不
相
類
、
又
其
生
不
必
河
辺
。

霊
寿
杖
、
以
扶
老
製
者
、
則
口
竹
也
、
非
据
。

其
麗
其
柘

ヤ
マ
ク
ハ

今
諸
州
往
、
出
野
蚕
繭
布
、
其
所
食
恐
是
襲
或
柘
、
但
未
有
所
考
。

梧
桐
生
尖

ア
ヲ
キ
リ

〔
ア
ヲ
キ
リ
〕
ア
ヲ
ニ
ヨ
ロ
リ

此
宜
合
子
椅
桐
条
、
在
前
。

毛
詩
品
物
園
弦
巻
四

離
題

関
関
雄
鳩

ミ
サ
ゴ

「
有
定
偶
|
|
有
別
、
」
寛
是
謬
解
、
説
詩
者
之
臆
度
耳
。

状
類
子
鷹
鴎
、
故
有
「
魚
鷹
」
之
名
、
又
是
山
禽
、
非
水
鳥
、
集
伝
来
得
其
真
、
所
調

「
百
聞
不
如
一
見
」
者
也
。

陸
疏
云
、
「
臨
鳩
大
小
知
鴎
深
目
、
目
上
骨
露
出
。
」

鳴
モ
鷹
ノ
如
ク
鈎
幽
ス
、
面
白
並
ニ
象
ヲ
失
。

黄
烏
子
飛

カ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
ヒ
ス

或
云
、
此
図
是
画
眉
鳥
、
非
黄
揖
也
。

格
物
論
云
、
「
駕
大
勝
覇
鵠
黒
居
、
噴
尖
紅
、
脚
育
、
遍
身
黄
色
、
羽
及
尾
有
黒
毛
相
問
、

三
四
月
間
鳴
声
音
円
滑
。
」
形
状
与
本
図
不
合
、
駕
量
亦
有
数
種
、
与
据
金
衣
黄
抱
H
語、

格
物
論
似
長
。

緯
鳩
居
之

/、

ト

「
此
鳩
不
指
一
種
、
」
是
也
、
位
鳩
多
種
類
、
大
抵
亦
当
分
二
色
、
日
野
鳩
、
日
家
鳩
、

家
鳩
鵠
也
、
人
家
為
営
巣
而
棲
之
、
則
無
事
鵠
巣
突
、
居
鵠
巣
者
、
必
是
野
鳩
突
、
在

野
鳩
、
則
不
当
更
論
其
種
。

或
目
、
鳩
無
家
野
之
分
、
其
色
蒼
灰
、
其
声
明
H

者
俗
名
培
鳩
、
是
為
本
色
、
巣
子

人
家
者
、
居
子
鵠
巣
者
、
唯
是
為
多
、
其
他
数
種
皆
其
文
別
不
当
挙
論
、
書
之
、
家

猫
毛
色
肖
虎
者
為
本
色
、
而
黒
白
赤
斑
、
亦
皆
無
非
猫
、
人
亦
不
為
其
黒
白
而
別
製

名
也
、
犬
亦
然
、
故
鳩
唯
一
種
、
毛
色
分
本
末
可
也
。

或
云
、
鵠
字
元
取
合
音
而
製
駕
、
非
別
有
一
。

睡
陸
鳴
雁

カ
リ

「
畏
寒
、
」
未
得
物
理
。
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流
離
之
子

フ
ク
ロ
ウ

〔
流
離
之
為
烏
不
可
改
也
〕
亦
可
改
也
。

莫
黒
飛
烏

カ
ラ
ス

〔
皆
不
祥
之
物
〕
「
皆
」
字
元
帯
狐
市
言
也
、
此
摘
出
一
物
、
宜
省
「
皆
」
字
。

烏
務
元
同
物
、
若
慈
烏
小
形
者
別
是
烏
務
中
之
一
種
、
勿
以
比
乱
大
名
、
可
也
。

是
図
、
蓋
欲
画
慈
烏
小
形
者
也
、
故
失
於
形
象
、
与
説
不
合
。

子
瞳
鳩
今
無
食
桑
菩

コ
パ
ト

比
鳩
宜
合
子
前
鳩
条
、
是
鳩
之
悪
声
者
、
俗
云
タ
ウ
パ
ト
、
量
是
与
則
灰
色
者
也
、
知

鶴
鳩
、
蓋
因
鷹
化
為
鳩
語
而
製
名
者
、
舎
之
可
也
。



鳴
鳩
之
鳴
、
与
鳴
倉
庚
之
鳴
、
同
非
烏
名
。

タ
ウ
パ
ト
又
称
ド
バ
ト
、
宣
是
日
与
、
而
鵠
亦
他
種
類
。

〔
集
伝
似
山
雀
而
小
〕
或
云
、
「
山
雀
」
当
作
「
山
鵠
」
。

モ
鬼
与
雁

カ
モ

克
亦
多
類
、
大
抵
当
分
大
小
二
色
、
其
大
島
、
青
首
而
己
失
、
其
他
諸
種
皆
小
売
失
。

是
詩
所
指
無
大
小
之
弁
、
但
云
「
主
大
昆
」
則
可
突
、
以
大
島
、
味
尤
美
也
。

「
其
瞳
企
、
」
調
歩
時
瞳
不
着
地
也
、
飛
時
伸
其
脚
者
、
特
鶴
鷺
之
類
長
脚
者
耳
、
如
島

雁
短
脚
、
皆
屈
脚
在
腹
下
。

〔
如
鴨
青
色
〕
所
調
「
青
色
、
」
特
其
頚
頭
而
巳
、
故
有
「
青
首
」
之
称
。

粛
粛
鴇
羽

ノ
ガ
ン

ト
ウ
ガ
ン

「
無
後
陛
」
、
宣
言
「
無
後
指
」
也
、
是
四
指
皆
前
葡
也
、
図
少
一
指
。

有
鵠
翠
止

見
流
離
条

フ
ク
ロ
フ
。

諸
家
紛
結
難
弁
、
今
定
分
三
物
、

鳴
、
鳥
向
、
フ
ク
ロ
フ
、

鴎
、
ヨ
タ
カ
、

鵠
鶴
、
ミ
、
ッ
ク
、
頭
目
如
猶
毛
角
一
向
耳
ハ
ミ
、
ッ
ク

a・

航
彼
長
風

サ
シ
パ

長
風
、
非
烏
名
、
旧
解
皆
謬
。

璃
鳩
在
桑

ッ
、
ド
リ

用
鳩
是
鳩
中
之
一
種
、
亦
宜
合
子
前
鳩
条
。

「
桔
鞠
」
・
「
鵠
鵠
」
未
詳
文
義
、
然
恐
是
戴
菊
之
義
失
、
戴
勝
与
鴎
鳩
不
問
、
頭
毛
知
菊

花
者
是
也
。

按
月
令
季
春
「
鳴
鳩
払
其
羽
、
戴
勝
降
子
桑
」
、
蓋
即
鴎
鳩
分
明
、
与
競
勝
二
物
而
並
為

侯
鳥
、
註
家
釈
辞
混
雑
、
遂
成
後
人
之
謬
耳
。

布
穀
、
ッ
、
ド
リ

D

布
穀
、

一
名
郭
公
、
以
為
杜
鱒
之
異
名
者
顔
、
今
俗
称
カ
ッ
コ
ウ
ト
リ
、
畳
是
与
其
音
云
。

島
鵠
鴎
鵠

ミ
、
ツ
ク

ヨ
タ
カ

鵠
鳥
也
、
見
子
前
条
、
是
与
鴎
二
物
失
、
鴎
亦
与
偶
鶴
不
問
、
三
物
同
類
而
不
当
相
混
。

鶴
鳴
子
垣
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コ
ウ
ヅ
ル

{
コ
ウ
ヅ
ル
〕
ク
マ
ヒ
。

「
コ
ウ
ツ
ル
」
是
俗
称
之
枇
謬
、
非
和
名
也
、
昔
人
不
識
鶴
、
以
「
鵠
」
字
充
、
比
故

称
其
字
音
如
名
、
今
不
当
循
用
。

有
鳴
倉
黄

宜
合
子
前
黄
鳥
条
。

悶
悶
者
難

ト
シ
ヨ
リ
コ
ヒ

「
離
」
元
説
文
、
当
作
「
騨
」
、
即
「
隼
」
之
煩
文
。

按
、
今
本
説
文
、
「
難
、
祝
鳩
也
、
H
M
鳥
佳
声
、
思
允
切
、
」
「
難
、
或
以
佳
ご
、
作
「
主
、
」
。

若
単
H
M

「
佳
」
、
必
不
得
「
思
允
切
」
也
、
唐
本
説
文
則
H
M
隼
、
作
「
騨
」
也
。
説
文
一



靴
、
諸
儒
不
之
察
、
遂
用
入
伝
註
、
永
為
律
令
、
可
歎
突
。

脊
令
在
原

セ
キ
レ
イ

〔
セ
キ
レ
イ
〕
ニ
ハ
コ
ナ
プ
リ
、
ニ
ハ
夕
、
キ
。

詩
絹
云
、
脊
令
非
水
鳥
。
朱
伝
襲
註
疏
之
謬
。

鶴
鳴
九
皐

ツ
Jレ

『
灰
蒼
色
」
、
恐
混
鵠
鶏
也
。

別
有
玄
鶴
。如

軍
斯
飛

シ
マ
キ
ジ

比
図
恐
未
憶
、
宜
白
其
頭
腹
。

宛
彼
鳴
鳩

此
鳴
鳩
、
亦
宜
合
子
前
鳩
条
。

「
鳴
」
其
事
也
、
与
「
有
鳴
倉
庚
」
之
「
鳴
」
問
、
非
烏
名
、
且
此
鳩
何
必
問
其
穏
別
。

交
交
桑
屋

マ
メ
マ
ハ
シ

マ
メ
マ
ハ
シ
得
寂
粒
、
則
貨
中
堀
転
之
、
然
後
能
破
之
、
故
得
是
名
耳
、
駕
得
不
食
粟
。

其
噴
黄
雌
色
、
故
有
「
窃
脂
」
之
名
、
伝
「
育
費
」
恐
謬
、
或
是
蝋
賞
之
説
。

弁
彼
暴
斯

ゼ
ン
ジ
ヤ
ウ
カ
ラ
ス

比
図
不
見
腹
下
白
、
何
也
。

匪
弱
匪
鳶

輯
ワ
シ

務
、
説
文
作
「
韻
」
、
「
日
以
烏
敦
声
」
、
与
弱
錦
之
鶏
不
問
。

一
説
、
「
勢
」
是
「
弱
」
之
靴
、
説
文
即
「
鷲
」
之
省
。

鳶
ト
ピ

宜
画
期
滞
自
得
処
。

鴛
喬
子
飛

爾
雅
翼
云
、
「
頭
戴
白
長
毛
、
垂
之
至
尾
」
。
此
図
無
頭
毛
、
何
也
。

是
図
雌
雄
無
別
、
恐
失
当
、
凡
烏
雄
美
者
、
雌
必
不
美
、
揚
鵬
鶏
堆
孔
雀
皆
然
。

島
知
鷲
在
控

カ
モ
メ

コ
ノ
図
、
頭
ノ
ア
タ
リ
千
鳥
ニ
似
タ
リ
、
鴎
ニ
似
ズ
、
改
ベ
シ
。

鳳
息
子
飛

鳳
為
烏
中
之
皇
玉
、
故
称
「
鳳
皇
」
耳
、
後
字
加
「
凡
」
、
無
別
義
、

鳳
之
形
状
無
可
徴
、
今
所
存
皆
識
緯
家
之
-
百
円
無
足
采
。

按
、
隷
続
古
碑
鏑
鳳
、
全
知
孔
雀
。

振
鷺
子
飛

サ
ギ

此
図
殊
不
得
白
鷺
状
、
但
肖
一

ι佐
而
己
、
何
也
。

肇
允
彼
挑
虫

サ
マ
イ

桃
虫
、
非
烏
也
、
旧
解
皆
謬
。
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非
雌
雄
之
説
。



易
林
是
比
輪
、
猶
俗
言
「
鳶
生
鷹
」
之
類
、
不
当
用
解
物
理
。

毛
詩
品
物
園
弦
巻
王

離
題

野
有
死
膚

ノ
ロ

〔
ノ
ロ
〕
ク
ジ
カ

ノ
ロ
是
韓
名
、
非
和
名
。

今
諸
州
有
揮
、
有
小
角
、
未
知
与
此
図
同
異
。

集
伝
、
「
研
、
一
歳
家
、
」
・
「
礎
、
三
歳
家
、
」
未
詳
執
是
。

無
使
強
也
吠

ム
ク
イ
ヌ

伝
宣
言
「
怠
綿
犬
也
。
」

萱
発
五
犯

萱
発
五
雄

プ
タ

野
猪
日
「
イ
」
、
家
猪
日
「
プ
タ
」
、
但
古
並
用
「
家
」
字
也
、
故
「
イ
」
通
子
家
猪
、

而
「
プ
タ
」
則
不
通
子
野
猪
。

子
嵯
乎
腸
虞

其
謬
向
失
。象

之
掃
也

キ
サ
。

並
駆
従
両
猿
令

オ
ホ
カ
ミ

雄
有
白
狼
、
市
茶
褐
其
正
色
突
、
制
図
宜
従
正
色
。

狼
後
低
、
此
図
失
之
。

一
之
日
子
務

ム
ジ
ナ

調
取
弧
務
、
而
単
日
務
也
。

取
彼
孤
担

タ
ヌ
キ

唯
狸
後
足
有
限
、
眼
蓋
所
調
踏
也
、
親
務
皆
無
眼
。

助
助
鹿
鳴

シ
カ

鹿
宜
在
前
麿
之
次
。

象
耳
魚
服

ト
Y 

魚
謂
鮫
魚
也
、
旧
説
不
可
従
。
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維
熊
維
無

ク
・マ

今
粛
慎
有
獣
如
熊
而
大
、
能
人
立
而
趨
、
猛
於
熊
、
蓋
即
無
失
。

罷
是
有
眼
知
猿
。

匪
児
匪
虎

凡
鳥
獣
諸
国
、
嬰
以
火
焔
者
、
其
本
起
於
龍
、
而
凡
不
可
的
知
者
、
以
比
神
之
也
。
児

非
不
可
知
之
類
、
又
非
神
奇
、
当
削
去
火
焔
。

有
猫
有
虎

礼
記
称
「
其
食
田
鼠
、
」
則
猫
小
於
虎
、
可
知
失
。



赤
豹
黄
無

豹
似
虎
、
且
坊
間
有
全
皮
、
毛
色
形
状
可
知
突
、
何
不
可
図
之
有
。

毛
詩
品
物
園
弦
巻
六

雌
掴

金
斯
羽
説
読
読
今

キ
リ
ハ
¥
ス

ウ
リ
ク
ヒ
ム
シ

〔
キ
リ
ハ
¥
ス
〕
是
今
俗
之
説
称
、
不
得
以
作
訓
。

陸
磯
目
、
「
盆
、
蛤
婿
也
、
楊
雄
云
、
春
黍
也
、
幽
州
人
調
之
春
箕
、

H

即
春
黍
睦
類
也
、

長
而
育
、
長
角
長
股
、
青
色
黒
斑
、
其
股
似
前
璃
文
、
五
月
中
以
両
股
相
撞
作
声
、
間

数
十
歩
。
」

鄭
爽
際
云
、
置
議
即
一
種
大
青
俳
猛
股
長
而
鳴
甚
響
。
今
按
、
鄭
爽
際
之
説
非
、
宝
盆
宜
以

論
阜
盆
。

比
図
与
陸
鄭
合
。

通
雅
云
、
「
凡
似
瞳
不
為
災
歳
時
恒
有
者
、
通
得
議
名
」
。
又
春
秋
以
盆
為
災
虫
、
即
撞
也
、

非
詩
所
詞
象
。

部
員
又
云
斯
語
辞
当
以
爾
雅
作
「
賀
」
字
作
謬
。

此
解
宜
添
一
句
、
日
「
非
古
調
所
詠
吉
里
吉
里
斯
失
。
」

趨
趨
阜
盆

ハ
タ
/
¥

阜
大
也
、
是
大
盆
之
義
失
、
解
者
動
以
生
阜
陵
為
言
、
皆
非
。

領
知
描
晴

ス
ク
モ
ム
シ

〔
生
腐
木
中
〕
今
生
木
亦
自
生
虫
、
不
特
腐
木
。

蛤
蛸
据
諸
解
並
説
室
虫
耳
、
果
然
耶
、
今
按
、
後
世
多
論
蛸
贈
是
生
糞
土
中
、
或
生
果

実
、
其
形
状
与
量
虫
不
相
遠
、
詩
之
抽
蹟
恐
或
是
描
瞬
、
未
可
以
童
虫
作
定
説
、
但
其

生
糞
土
中
者
似
別
一
種
、
非
描
瞬
、
宜
以
果
実
中
為
抽
蹟
耳
。
或
云
、
鎗
与
婿
一
類
二
物
、

糞
土
日
始
、
果
実
日
晴
、
或
蛤
酋
也
、
印
大
義
、
故
鏑
之
大
者
為
始
、
義
同
阜
金
。

す
〈
も

ス
ク
モ
之
語
、
未
得
其
義
。
知
言
巣
妹
、
而
比
与
妹
非
倫
、
恐
是
邦
読
説
謬
転
移
者
。

蒼
蝿
之
声

ノ、

J ¥  

詩
原
是
「
蝿
」
字
失
、
後
韻
作
「
蝿
」
。

蝿
、
ハ
イ
也
。
蓋
灰
義
、
云
「
ハ
ヘ
」
者
、
蛇
也
。
中
古
誤
為
「
蝿
」
。

臆
陣
在
堂

古
名
キ
リ
/
¥
ス

〔
古
名
キ
リ
/
¥
ス
〕
イ
ト
マ
。

豊
田
有
虫
、
首
知
晴
挺
黒
色
、
翼
如
金
鈴
子
、
善
鳴
好
関
、
自
野
入
休
下
、
正
如
闘
詩

之
侯
、
郷
名
「
キ
ナ
ツ
マ
」
、
其
鳴
闘
者
皆
雌
云
、
蓋
比
真
暗
蜂
突
。

大
和
州
亦
有
此
種
、
俗
名
「
ヤ
マ
コ
ヲ
ロ
ギ
」
、
即
古
調
所
詠
「
キ
リ
/
¥
ス
」
之
真
物

一声。
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今
俗
所
調
「
キ
リ
/
¥
ス
」
、
即
是
促
織
突
、
然
青
色
無
黒
、
上
所
図
盆
与
促
織
合
。

蜂
蹄
之
羽

ア
サ
カ
ホ

所
在
有
虫
状
知
白
露
虫
、
匪
必
水
上
、
邑
居
庭
中
皆
有
之
、
蓋
蜂
蹄
云
畳
原
水
虫
所
化
、

故
水
上
特
多
邪
。

図
白
露
虫
、
宜
脚
着
水
上
、
不
然
不
応
「
群
浮
」
文
。

五
月
鳴
鯛

知
鯛
知
蝿

セ
ミ

蝿
、
ク
マ
セ
ミ
。



蛸
、
ヒ
ク
ラ
シ
。

六
月
捗
組
問
提
羽

ク
ダ
マ
キ

「
故
名
楼
鶏
」
、
義
不
通
。

蝿
蝿
者
蝿

ク
ハ
ノ
ム
シ

〔
ク
ハ
ノ
ム
シ
〕
イ
モ
ム
シ
。

蝿
不
必
桑
、
諸
木
皆
有
之
、
諸
草
亦
有
之
、
是
詩
下
有
「
桑
野
」
句
、
故
解
作
桑
虫
耳
、

乃
註
家
之
拘
泥
。

是
図
大
不
悟
。

蝿
巻
葉
為
巣
而
居
其
中
、
以
輪
軍
士
之
独
寝
也
。

此
宜
図
圏
葉
為
巣
者
。

蝿
尾
有
刺
、
故
人
畏
憎
之
耳
、
図
説
並
没
尾
刺
、
何
也
。

伊
威
在
室

ヲ
メ
ム
シ

セ
キ
ダ
ム
シ

ワ
ラ
ジ
ム
シ
。

ネ
コ
ム
シ
。

ヲ
ヤ
ジ
ム
シ
。

「
ワ
ラ
ジ
」
之
名
、
尤
得
形
象
、
遠
勝
セ
キ
ダ
、
且
似
古
名
。

輔
蛸
在
戸

ア
シ
タ
カ
ク
モ

サ
、
ガ
ニ
。

ジ
ョ
ウ
ロ
ク
モ
。

摺
摺
宵
行

ホ
タ
ル

ツ
チ
ホ
タ
ル
。

張
華
之
外
侭
多
、
然
現
晋
人
之
詩
、
量
足
以
為
証
哉
。

維
理
維
蛇

按
長
塵
尺
余
、
末
太
知
割
断
者
、
此
図
未
憾
。

伝
「
七
八
尺
」
、
蓋
説
文
耳
。

胡
為
理
蝿

ト
カ
ケ

断
腸
、
ト
カ
ゲ
。

蝶
蝦
、
イ
モ
リ
。

守
宮
、
ヤ
モ
リ
。

瞳
挺
、
即
守
宮
。
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螺
蛤
有
子
螺
車
負
之

ジ
ガ
ハ
チ

ナ
ム
シ
。

ク
ワ
ム
シ
。

螺
蛤
亦
宜
為
製
図
。

螺
蛤
不
必
桑
、
諸
樹
諸
草
読
皆
有
之
。

為
鬼
為
蛾

、
疫
病
中
有
筋
、
蓋
簿
痛
之
類
云
、
古
人
不
之
察
、
以
為
賊
毒
也
。
蛾
之
受
菟
久
失
哉
。



去
其
螺
腫
及
其
轟
賊

螺
ク
キ
ム
シ

謡
ネ
ム
シ

腫
ハ
ム
シ

賊
フ
シ
ム
シ

四
図
恐
皆
未
憾
。

孟
賊
是
一
虫
、
正
是
合
三
虫
突
。

食
根
者
、
蓋
購
贈
之
小
者
、
所
謂
孟
也
、
食
桑
葉
者
、
即
螺
蛤
属
、
亦
名
螺
也
。

此
邦
別
有
ウ
ン
カ
、
細
小
而
黒
、
与
集
豆
苗
菊
苗
之
虫
相
肖
、
是
大
為
害
也
、
虫
既
長

大
、
生
麹
而
飛
去
、
量
所
調
膳
邪
。

毛
詩
品
物
国
政
巻
七

離
題

肪
魚
韻
尾

ヲ
シ
キ
ウ
ヲ

此
図
鱗
大
、
恐
失
之
。

鯉
鮪
発
発

フ
カ

此
図
鼻
似
太
短
。

「
似
龍
」
、
蓋
謬
。

大
魚
之
説
在
詩
為
謬
。

江
海
皆
有
之
、
亦
有
大
小
、
小
者
一
二
尺
、
別
種
而
一
類
、
凡
詩
所
詠
、
特
其
小
者
耳
、

衛
風
取
其
可
鼠
、
周
煩
称
其
入
子
潜
、
大
雅
美
其
可
食
、
非
小
者
而
何
。

其
魚
紡
係

毛
亦
謬
耳
、
不
当
為
回
謹
。

河
魚
有
一
物
、
郷
名
志
久
智
酷
、
肖
脳
而
頭
頂
更
補
、
味
劣
於
雄
、
而
形
大
、
其
子
小

弱
者
塩
漬
而
食
、
其
色
知
銀
、
腹
中
之
卵
味
絶
美
、
此
成
鯨
耳
、
所
調
「
大
魚
」
・
「
魚

子
」
頗
有
縁
由
。

其
魚
勧
銀

タ
ナ
ゴ

鎮
、
未
詳
。魚

麗
子
層
鰭
裟

鰭
シ
ヤ
ジ

議
ハ
ゼ

〔
陸
氏
以
為
狭
小
非
也
〕
小
調
其
全
形
、
非
謬
也
。

魚
麗
子
層
肪
鐘

コ
ノ
図
腫
ナ
ル
コ
ト
不
分
明
、
本
草
ノ
形
長
体
図
ト
モ
ア
ハ
ズ
。
何
ニ
ヨ
り
テ
此
ヲ
鐘

ト
ハ
名
付
シ
ヤ
。

魚
麗
子
層
躍
鯉
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ナ
マ
ヅ

頭
較
小
、
無
顕
形
、
壕
較
尖
、

口
較
収
、
凡
鰹
所
以
異
於
常
魚
者
、
此
図
皆
失
之
。

竃
鼓
逢
逢

カ
ア
イ
マ
ン

文
従
「
埴
」
、
「
題
」
是
亀
類
之
大
名
、
理
非
亀
類
而
何
、
古
説
皆
謬
。

長
崎
聞
見
録
ニ
載
「
ラ
ガ
ル
」
、
形
状
此
ト
同
シ
、
日
、
「
ラ
ガ
ル
、
夜
"
海
中
ニ
居
ル
、

長
二
丈
許
、
猛
悪
、
諸
魚
ヲ
食
ヒ
、
人
獣
ヲ
害
ス
、
日
大
誕
抹
大
毒
ア
リ
。
」

コ
ノ
図
ト
大
小
ノ
異
ア
リ
ト
雄
、
同
物
ニ
似
タ
リ
、
是
龍
類
ナ
リ
、
必
竃
ニ
ハ
非
。

南
海
有
鍾
鰐
、
同
長
尾
利
歯
害
人
、
有
以
尾
取
物
、
如
象
用
鼻
之
説
、
略
与
此
図
合
。

「
ワ
ニ
」
ノ
訓
ハ
当
否
イ
カ
ン
。

イ
ツ
レ
ニ
モ
コ
ノ
図
ハ
此
ニ
入
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
。



龍
蹄
陽
陽

龍
唯
宜
像
在
河
海
者
、
不
当
図
雲
中
者
。

鱗
鰭
鰹
鯉

ヤ
ナ
ギ
ハ
ヱ

蝶
ヲ
年
魚
也
ト
説
イ
カ
ン
。

お
わ
り
に

今
回
紹
介
し
た
資
料
は
、
儒
教
の
経
典
で
あ
る
『
毛
詩
』
に
関
わ
る
注
釈
書
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
で
は
そ
の
内
容
か
ら
、
む
し
ろ
博
物
学
や
国
語
学
の
専
門
家
に
よ
っ
て

研
究
さ
れ
る
べ
き
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
性
質
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

資
料
を
発
見
・
紹
介
し
得
る
者
と
、
紹
介
・
翻
字
さ
れ
た
資
料
を
利
用
し
研
究
を
推
進
し

得
る
者
と
の
協
力
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
学
際
的
協
力
の
体
制
は
、
懐
徳
堂
や
適
塾
な
ど
を
研
究
す
る
際

に
は
不
可
欠
と
さ
え
一
言
尽
え
る
。
国
文
学
者
や
漢
学
者
の
み
に
よ
っ
て
は
懐
徳
堂
の
医
学

を
理
僻
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
医
学
者
や
薬
学
者
の
恥
に
よ
っ
て
懐
徳
堂
の
医
書

を
読
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
懐
徳
堂
文
庫
に
は
た
と
え
ば
、
二
百
年
前
の
水
銀
温

度
計
や
顕
微
鏡
に
関
す
る
報
告
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
古
典
文
で
書
か
れ
た
こ
の
よ
う

な
資
料
を
現
代
の
科
学
史
研
究
者
は
正
確
に
読
み
解
け
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
こ
に

記
さ
れ
て
い
る
内
容
の
科
学
史
的
意
義
を
古
文
や
漢
文
の
専
門
家
は
充
分
に
理
解
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
懐
徳
堂
と
い
う
「
学
問
領
域
」
を
総
合
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
文

系
・
理
系
の
枠
を
越
え
た
研
究
機
能
・
研
究
体
制
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究

機
能
を
提
供
し
得
る
機
関
と
し
て
大
阪
大
学
は
重
要
な
鍵
を
五
十
年
間
以
上
も
握
り
続

け
て
き
た
の
で
あ
る
。

懐
徳
堂
は
、
日
本
の
歴
史
上
き
わ
め
て
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
営
為
を
伝
え
る

懐
徳
堂
文
庫
は
、
本
学
の
持
つ
、
非
常
に
大
き
な
知
的
資
産
で
あ
る
。
本
研
究
科
は

こ
れ
を
最
も
活
用
で
き
る
位
置
に
あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
研
究
科
内
に
お
け
る
懐
徳
堂

へ
の
評
価
は
充
分
な
も
の
で
は
な
い
。

残
念
な
が
ら
、
「
解
体
新
書
以
前
の
わ
が
国
の
解
剖
学
と
し
て
、
た
し
か
に
最
も
高
い

水
準
」
(
小
川
鼎
蔵
氏
)
の
報
告
が
本
学
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
者
は
、
本
学
の

学
生
や
教
職
員
の
聞
に
も
少
な
い
。
ま
た
「
顕
微
鏡
に
つ
い
て
の
わ
が
国
最
初
の
文
献
」

(
中
野
操
氏
)
が
本
学
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
者
は
、
さ
ら
に
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

懐
徳
堂
に
関
す
る
周
知
・
広
報
は
、
ま
ず
内
部
(
学
内
お
よ
び
研
究
科
内
)
に
対
す
る
そ
れ

か
ら
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
(
な
お
近
年
、
韓
国
・
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
な
ど

国
外
の
研
究
者
に
よ
る
懐
徳
堂
文
庫
資
料
の
利
用
が
盛
ん
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は

付
記
し
て
お
き
た
い
。
)
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さ
て
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
資
料
以
外
に
も
、
履
軒
の

自
筆
本
や
短
冊
、
帖
な
ど
多
数
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
明
治
末
に
数
次
に
わ
た
り
収
蔵

さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
た
と
え
ば
「
懐
徳
堂
」
印
記
を
有
す
る

中
井
柚
園
抄
本
『
履
軒
弊
帯
』
や
、
伝
中
井
履
軒
自
筆
本
『
東
遊
紀
行
』
な
ど
、
注
目

す
べ
き
資
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
伝
来
状
況
の
調
査
も
含
め
た
今
後
の
研
究
の
進

展
を
期
待
し
た
い
。

(
本
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
事
務
補
佐
員
)




